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概要：

ホウ素は天然に広く存在する元素であるにも関わらず 医薬品にはほとんどホウ素は天然に広く存在する元素であるにも関わらず、医薬品にはほとんど
利用されていない。ホウ素含有医薬品としては、プロテオソーム阻害剤である
velcadeが唯一、抗癌剤としてFDAから認可されている。有機ホウ素化合物は、
ホウ素原子上の空のp軌道の存在のために、生体のタンパク質とユニークな相

互作用をすることができるため、炭素ベースの通常の有機化合物とは異なる新
しい医薬品としての利用が可能である。我々は、種々のフェニルホウ酸環状医薬品 利用 可能 ある。我 、種 ウ酸環状
ハーフエステル（benzoxaborole）誘導体を合成し、その中から抗真菌活性を
有する外用爪白癬治療薬AN2690、および抗炎症活性を示す外用乾癬治療薬
AN2728を見出し、現在臨床開発中である。抗真菌活性はleucyl tRNA 
synthetaseのediting domainをターゲットとする新規な作用機序により発現す
ること、また抗炎症活性のメカニズムとしては、phosphodiesterase4 (PDE4) 
を既知の阻害剤とは異なる様式 阻害する とを ずれも 線共結晶構造かを既知の阻害剤とは異なる様式で阻害することを、いずれもＸ線共結晶構造か
ら確認している。これらの化合物の構造活性相関、および作用機序について紹
介したい。

またカリフォルニアのシリコンバレーとはどういうところか、そこにあるバイオ
ベンチャーとはどういったものか、海外で働くキャリアパス等についても紹介し
たいたい。
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